
インフラDXとは、データとデジタル技術を活用して、国民のニーズを基に社会資本や公共サービスを
変革することです。業務そのものや、組織、プロセス、建設業や国土交通省の文化・風土や働き方を変革し、
生産性の向上や働き方改革を通じて「安全・安心で豊かな生活」の実現を目指します。

能登復興関連工事　施工業者：(株)豊蔵組
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インフラDXの推進

３Dプリンタで排水構造物を施工

従来の現場打ち工法よりも、工期は半分以下に短縮。
省人化も可能となり、職人が不足する災害現場等で活躍
排水の流れがスムーズになるような複雑な形状も施工可能

●工事現場のDX活用例

●DX技術の普及

●職場にもDX技術が浸透しています！

デジタル・トランスフォーメーション

DX技術が体験できるイベントの開催

県外から無人の重機を遠隔操縦

オペレーターは石川県輪島
市から300km以上離れた
千葉県君津市から操作

土砂崩れの現場では２次災害の危険性
が高く、復旧工事は安全対策が必須！

危険な現場を無人施工で安全性確保
室内の操作でオペレーターの労働環境向上
災害現場等で不足するオペレーターの確保に貢献

北陸地方整備局で開催する DX研修で習得したスキル や 生成AI を活用して、
国営越後丘陵公園「ながおかアーバンバイクパーク」の3Dモデルを作成＆HP公開しました。

STEP2 ： 3Dモデルの作成

研修で
習得！

研修で
習得！

UAVの飛行する高度、速度、ルート等を設定し、
実際に現場で撮影

生成AI
活用！

生成AI
活用！

解析ソフトを使って空撮写真から3Dモデルを作成。
3Dデータの後処理方法は生成ＡＩを活用して習得

作成したHP

STEP3 ： 作成した3DモデルをHPで公開

HP公開するための
プログラミングコードを
生成AIで作成

STEP1 ： 飛行計画作成、撮影

運転席は無人

「北陸インフラDX人材センター」でインフラDXの
見学・体験が可能です。詳しくはHPをご覧ください。※Wi-Fiでの閲覧推奨

完成！！

現
場
で
設
置
す
る
だ
け

地元建設会社、地元自治体、地元高校生等が体験

DX技術研修の開催

　施工技術者や発注者（職員、自治体関係者）が受講して、DX技術を習得

VRの体験 除雪車　操縦体験 3次元データ作成 建設機械の遠隔操縦体験
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迅速な対応が求められる、地震や豪雨などの大規模自然災害。常に備えを万全にし、
発生した場合には、迅速にTEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）が出動。被災状況の把握、
社会基盤施設の復旧、二次災害の防止に努めます。

02

防災TEC-FORCE
迅速な出動で、被害を最小限に

北陸地方整備局は能登半島地震、９月豪雨災害からの
１日も早い復旧・復興に向けて、事業を進めています。
工事進捗や現場紹介、奥能登の魅力発信をしているので、
ぜひのぞいてみてください！

03

令和６年能登半島地震及び
９月豪雨災害からの復旧・復興

砂防の被災状況調査（熊本県山江村）
令和2年7月豪雨

除雪車による除雪支援（関越自動車道）
令和2年12月雪害

河川の被災状況調査（石川県珠洲市）
令和6年9月の豪雨災害

道路の被災状況調査（石川県輪島市河井町）
令和6年能登半島地震

緊急災害対策派遣隊
（TEC-FORCE）とは

大規模な自然災害等に際して、被災状況の把握、
被害の発生・拡大の防止、被災地の早期復旧
その他災害応急対策に対する技術的な支援を行います。
隊員は、専門的な知識や現場経験を有した全国の
国土交通省職員で構成されており、
北陸地方整備局からも多くの職員が任命され、
活躍しています。

防災室・災害対策マネジメント室では、災害発生時に災害対策本部
の運営を行うとともに、一般被害を含め所管施設等の被災情報を収
集する初動対応やTEC-FORCE隊の派遣調整・指揮命令を行ってい
ます。また、隊員の訓練研修や災害査定窓口等の業務、さらに整備
局職員の防災対応能力の向上を目的に、様々な訓練の企画・運営や
関係機関や建設業等の災害協力団体との連携・強化に関する調整な
ども行っています。最近の災害では、TEC-FORCEの活動に対し、
被災自治体や住民の皆様がその活動に期待しており、その期待に応
えるべく、日々体制を整えています。昨今の気候変動も影響してか自
然災害が頻発化・激甚化する中、日頃の業務を通じて培った職員の
技術力が被災地においても不可欠となっています。私自身も、熊本
地震や令和元年東日本台風、令和6年能登半島地震等に被災状況調
査班班長として従事し、TEC-FORCE活動がいかに被災自治体や住
民の皆様に役立っているかを肌で感じてきました。私たちは地域の生
命・財産を守り、復旧・復興に全力を注ぐ任務に誇りを持っています。

昭和62年度採用 防災部　防災室　室長技術

復旧・復興の
進捗情報

若手職員による
現場紹介

復旧・復興の
今を発信

現場から見える
奥能登の魅力

Web page

YouTube

X

Instagram

能登復興事務所の職員

出典：国土地理院地図

能登ポーズ
親指で能登半島を表現しています
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